條 | 
HH 
中 


本 書 は 取り 扱い 説明 書か ら 注意 文 な ど 、 製 品 の 操作 方 法 に つい て 直接 関係 の な い 部 分 や 余 
白 な ど を 削除 、 修 正 し た も の で す 。 操作 方 法 が 分 か ら なく な っ た が 説明 書 が 手許 に な いと 
か 、 製 品 に 興味 が ある が 操作 方 法 は どの よう に な っ て いる の か 先 に 知り た い 、 と いっ た 場 
合 に お 使い 頂く 事 を 念頭 に 編集 し て お り 、 正 し く お 使い 頂く た め に は 必ず 製品 に 同 柚 さ れ 
て いる 説明 書 を お 読み 下さ い 。 又 、 本 書 が 完全 な 説明 書 で は 無い こと に 対す る クレ ー ム は 
一 切 お 受け 致し ませ ん の で 、 予 め 御 理解 くだ さい 。 


沿 、 正 式 な 説明 書 は 無線 機 販売 店 で ご 購入 いた だ け ま す 。 詳 しく は 下記 の 弊社 ウエ ブサ イ 
ト を ご 参照 くだ さい 。 
http://wwwr.alinco.co.jp/denshi/14.html 


ーー 人 


( 特定 小 電力 ハン ディ トラ ン シ ー バ ー 
| (総務 省 技術 量 準 適合 品 
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取扱 説明 書 


アル イン コ の トランシーバ パー を お 買い 上 げ い 
た だ きま し て あり が と う ご ざ いま す 。 本 機 の 
機能 を 充分 に 発揮 させ 、 効 果 的 に ご 使用 いた 
だ く た め 、 こ の 取扱 説明 書 を ご 使用 前 に 最後 
まで お 読み 下さ い 。 ま た 、 こ の 取扱 説明 書 は 
大 切 に 保管 し て 下さ い 。 ご 使用 中 の 不明 な 点 
や 不具 合 が 生じ た 時 、 お 役に立ち ます 。 


罰 *J し イイ ー リ コ 株 式 会 社 電子 事業 部 
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福岡 営業 所 '〒812-0016 福岡 市 樽 多 区 博多 駅 南 1 丁目 3 番 B 号 第 3 博多 休 成 ビル 7 階 人 き 09g-473-8034 


お 買い 上 げ の 販売 店 また は 、 フ リー ダイ アル 本 3 0120-464-00 フ 7 


@ ご 使用 環境 

高温 、 多 混 、 赴 射 日 光 
当たる と ころ 、 ほ こり の 
多い 場所 は 選 け て お 使い 
くだ さい 。 


僅 分 酸 し な いで 
改造 、 変 更 は 禁止 され て 
いす 。 分 録 し た り 内 部 
を 紀 け る こと は 絶対 に し 
な いで くだ さい 。 


急 ご 使用 禁止 場所 . 
本 紅 は 総務 人 汗 投 術 基準 敵 
合 品 で す が 、 使 属 場所 に 
よっ て は 妨 わ 砂 請 波 障害 
を 引き 和 足 こ すこ と が あり 
ます 。 次 の よう な 更 所 で 
は 使用 し な いで くだ さい 。 
n 空 機内 、 空 港 敷地 内 、 
新幹線 講 両 内 な ど 。 また 
日 ぶ 国 内 で の み 使 放し て 
くだ さい 。 


人 交信 E 杏 

交信 の で きる 距 柳 は 周囲 

の 状況 に よっ て 大 きく 供 

な りす 。 

※ シ ョ ー ト タイ プア ン テ 
ナ で に 、 約 3 弄 ほ ど 短 
く な り ま す 。 


借 陣 害 物 

本 比 に 採用 され て いる 中 
波 は 直進 性 が 高い た め 、 
間 に ビ ピル や 橋 郎 、 又 は 山 
や 丘陵 等 の 障 寺 物 が ある 
と 交信 で きる 距離 が 短く 
な り ま す 。 


谷 水 に つけ な いで 

防水 設計 で は あり ませ ん 
の で 、 調 の よう な ご 使 尾 
は 避け て くだ さい 。 な お 、 
水 、 雪 等 が 付い た 時 は す 
ぐに ぬぎ 取っ て くだ さい 。 


大 体 の 目安 
海 上 :Gkm 
ゲレンデ : 2km 
(見 通し の 良い 所 ) 
・] こら km 
: 100ー ら 0Dm 


機能 と 利 長 。 「 


急 単 信 通 話 用 BODCH、 レ ビー ター アク セス 用 
ら 7CH を 搭載 


人 業 界 初 | IY (Design 上 t Yourself) 
コン セブ ト 
自分 で デザ イン し た フェ イス シー ト で 、 オ リ 
ジ ナ ルト ラン シー バー に 変 興 し ます 。 


人 @ 単 三 乾 吉池 本 仕様 の シン プル & コン バク ト 
ボディ 
名 系 サ イズ (80mmxX55mm) に 匹 す る 
コン パク ト サ イ ズ で す 。 


代用 途 に 応じ て ら タ イプ の アン テ ナ を 用 意 
電波 の 飛び を 埋 視 し た ロン グ タ イプ と 、 携 帯 
性 を 宇 四 し た ショ ー ト タダ タイプ の アン テ ナ を 
使っ て いま す 。 
※ ア ン テ ナ は 到 り 外せ ませ ん 。 

@8 種 類 の トー ン 出 力 機 能 
※ ト ー ン スケ ル チ [グル ー プ トー ク ] 北 能 で 

は あり ませ ん 。 


候 新 開発 の コー ドス ケル チ 機 能 


介 個 別 呼び 出し 機能 
無線 イン ター ホン の よう な 使い 方 が 可能 で す 。 


急 レ ビー ター アク セス 機能 


@ セ キュ リティ 擬 能 
薦 易 警 報 機 と し て 活用 で きま す 、。 


但 旭 遂 報 機 能 


多 ケ アモ ニタ ー 和 機能 
乳幼児 や 病人 の 監視 に 活用 で きま す 。 


佑 送 信 侍 止 機能 
受 令 専 用 幾 こ し て 使用 で きま す 。 


筐 投 除 け 音 発生 機能 


俺 本 体 に トリ クル 充電 回 路 内 蔵 
外部 吉 浪 端子 付き で す 。 


付属 品 と 取り 付け 方 


ベル トク リッ プ の 取り 付け “ 
開 対 し まし た ら 、 付 局 品 を ご 
確認 くだ さい 。 


ベル トク リッ プ 
ンド スト ラッ プ 
スト ラッ プチ ェ ー ン 
セキ ュ リ ティ ケー ブル 
ji フェ イス シー ト 一 式 
取扱 説明 書 

口 保証 書 


』 ノル トク リッ プ 
SNS 


] ロ ロロ ロロ 


ベル トク リッ プ を 付属 の ネジ 。 ハン ドス トラ ッ プ を 、 ベ ルト 


で 本 機 に 取り 付け ます 。 - クリ ッ プ と 本 機 の 溝 の 間 に 取 


り 付 け ま す 。 


付属 品 と 取り 付け 方 


ズ ト ラテ ラップ チェーン の 取り 付け 


ぐ あ ゅ ーー スト ラッ プ デ ェ ー ン 


スト ラッ プチ ェ ー ン を 付属 の ネジ で 本 機 に 取り スト ラッ プチ ェ ー ン の 穴 に ハン ドス トラ ッ プ を 取 
付け ます 。 り 付け ます 。 


まず 使っ て み ま し ょ う 


本 機 を 初め て お 使い に な る 前 に 、 


電池 の 入れ 方 


忠 池 を 入れ て くだ さい 。 


人 カバ ー を 開け る 


① ゆ ロック を 外し ます 、 - 
⑧ カ バー を 開け ます 。 


ケー ス 内 の 十 ・ 一 の 印 と 合わ 
せ て 、 新 し い 単 三 型 乾 室 池 を 
ら 本 入れ ます 。 


@) カバ ー を 閉め る 


① ツ メ を 合わ せま す 。 
⑨ カ バー を 閉め ます 。 
③ ロ ッ ク を か け ま す 。 
ー き ちん と 閉まっ た こと を 
確認 し て くだ さい 。 


も 基本 的 な 使い 方 


本 機 の 最も 基本 的 な 使い 方 を 説明 し ます 。 


2 チャ ン ネ ル を 合わ せる 


ニ ダイ ヤル を 回 し て 、 相 手機 と 同じ チ 
ャ ンジ ネル に 合わ せま す 。 


言 旦 を 調整 する 


ダイ ヤル を 1 回 押す と 、 (前 ) 
『vl」 っ 「ol 一 「L」ー「 音 

則 値 ] が 表示 され ます 。 

ダイ ヤル を 回 し て お 好み の 音 

量 に 調整 し ます 。 

ER 
す 。 


チャ ン ネ ル ・ 音 量 が 表示 され ます 。 


2 生 信 する 
受信 する と 、 ス ピー カ か ら 5 相手 の 声 
が 聞こ えま す 。 


vwc%Snu9 加 請 講 


づ ※ 信 する 
PTT キ ー を 押し な が ら 、 マ 
イク に 向 が っ て 話し ます 。 


] 電源 を 入れ る 
電源 スイ ッ チ を 上 方 向 に ス 
ライ ド さ せま す 。 


マイ ク / ス ピー カ 


1g 


基本 的 な 性 骨 電池 に つい て 


本 機 で 使用 する 電池 の 使用 時 間 、 お こぶ び 残 量 表 示 に つい て 説明 し ます 


使用 時 間 の めやす 


[送信 1 : 受信 1 : 待ち 受け 8] の 時 間 の 割合 で 


動作 を 組 り 返し た 場合 の めやす で す 。 


用 環境 、 周 革 温度 に よっ て 苦 千 変化 し 
ます 。 
8 本 じ 種 宗 の 新しい も の を ご 使用 く 


で し 1。 
5 大 財 宮 の アル カ リ 乾 軒 池 の ご 使用 を お 奨 
めし ます 。 


吉池 の 残 容 時 は 10 秒 に 1 度 デ ィ ス プレ イ に 3 段 
著 で 表示 され ます 。 セ ッ ト モ ー ド の 設定 で 電池 
容量 表示 を OFF に する こと も で きま す 。 
(gy P65) 


| 馬 下池 容量 に 余裕 が あり ます 。 


| ご | 人 四 量 が 減 し て きま し た 。 


| / 吉池 の 交換 時 期 が 近づい て いま す 。 


| 各部 の 名 前 と は た らき 


、 チャンネル や 表 二 な ど 各 租 
設定 内 容 が 表示 され ます 。 


躍 放 中 対 也 


各種 人 月 いま ます 。 
(m 補 P15) 


マイ ク は 口元 と 約 5cm 離 し 
て お 話し くだ さい 。 


押す と 送信 し ます -。 
離 す と 受信 に 記 り ます 。 
加 手 設定 を 確定 する 只 に 
も 使い ます 。 


( 課 泊 ス イタ チェ 
上 方 向 に スラ イド させ 
る と 填 源 が 入り ます 。 


癌 部 の 名 前 と は た らき 


ダイ ヤル を 回 し て チャ ン ネ ル 
の 変更 な ど 宮 種 設定 を 行い ます 。 
ダイ ヤル を 苗 す と 音量 調整 、 

F 点 灯 状 態 で 理 す と セッ トモ 
ー ド の 項目 を 選択 で きま す 。 


オプ ショ ン の シガー ライ ター 
ケー ブル (EDH-18) を 接 
続 する と 、 車 中 で 使用 で きま 
す 。 ニ ッ ケ ル 水 素 充電 池 、 

ニッ カド 充電 池 和 を 装着 し トリ 


クル 充電 で きま す 。 
(ms P55) 


注意 差し は 、 本 機 の 量 源 . 
を OFE に . し で か ら 行っ 
に 


人 3 の フラグ の 


定 を し 


) 送出 の ON/OF 
イセ ホン 締 子 あ 3 呈す ます 。F キ ー を 包 し た 後 、 ト ー ン キー を 押し ます 。 し ラン 
- イセ キン 症 子 t" 弓 他 の トー ンス ケル チ 付 き ト ラン シー バー と の 通信 や レビ ー タ ⑩) 


イヤ ホン や 外部 スピ ー カ を 


人 E ー に アク セス する 時 に 使用 し ます 。 

接続 する 端子 で す 。 バー ソナ ルモード で は メモ リー 番号 (]) と し て 使用 し ます 。 の レン 
マイ ク 端 子 :C@8:5) に コート オキ ー7ES1 キ NESTSIS NN 

外部 マイ ク を 授 続 する 端子 コー ドス ケル チ 機 能 の ON/OFF 設 定 を し ます 。F キー を 押し 


で す 。 た 後 、 コ ー ド キー を 押し ます 。 
パー ソナ ルモード で は メモ リー 番号 (G) と し て 使用 し ます 。 


受信 中 相手 の 声 が 途切れ る 時 に ま 
モニ ター キー を 押し て いる 商 は スピ ー カ か ら 斉 が 聞こ えま す 。 
パー ソナ ルモード で は メモ リー 番号 (3) と し て 使用 し ます 。 


EE で 生 意 
トー ン 設 定 、 コ ー ド 設定 、 セ ッ ト モ ー ド の 開始 に 使用 し ます 。 


約 1 秒 間 押し 続け る と キー ロッ ク が で きま す 。 
再度 押し 続け る と キー ロッ ク が 解除 され ます 。 


間 部 の 名 前 と は た らき 


・ 本 機 に は ドー ンス ケル 
ミチ 機能 は あり まぜ ん 。 
- コー ドス ケル チ 提 能 は 


丸 理 上 、 受信 電波 な 花 . 


い 状 況 で は 正常 に 動作 . 
じい こと が あり ます 。 


ES に | 
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次 部 の 名 前 と は た らき 


送信 中 に 点灯 し ます 。 昌 波 受 g 信 中 に 1 
も 点灯 し ます 。 : 

数 字 表示 と 同時 に 点灯 し 、 種 状 散 
を 表し ます 。 


ャ ン ネ ル や 吉 太 設定 状態 を 
連 DORASD ド に の まま 
また 、 電 池 の 残 量 を 10 秒 に 1 度 、3 
本 の バー で お 知ら せ し ま す 。 

( P12) 


| 計 f9 な 性 能 “ ディ スプ レイ の チャ ン ネ ル 表 示 


チャ ン ネ ル を 変更 する に は 、 ダ イヤ ル を 回 し ます 。 ダ イヤ ル を 回 し た 後 、5 秒 間 チ ャ ン ネ ル 番 号 を 表示 


し ます 。( 電 池 使 用 時 ) 
従来 の 特定 小 電 カト ラン シー バー と 周波 数 の 互換 性 は あり ます が 、 本 機 桂 有 の チャ ン ネ ル 生 号 表示 と な 


り ま す の で 以下 の 表 を 参考 に お 使い くだ さい 
: レジ ャ ー9CH+ ビ ジネス 11CH 


レジ ャ ー タ イプ 
9 チャ ン ネ ル 


吾 琴 は 世 玉 員 に 


! 

9 

] ポイ ンタ 1 
( ( 
9 


半 ポイ ンタ +9 (ポイ ンタ 点 条 ) 
テ ャ ン 10 ポイ ンダ + オ 0 
11 ポイ ンタ ー1 1 


点灯 
財 一 |! ティ スプ レイ の [ポイ ンタ 」 と 「1」 
! ) が 同時 に 点灯 する と 、 ビ ジネス 
! 上衣 ! 1 チ ャ ン ネ ル を 意味 し ます 。 


( 例 ) 


ディ スプ レイ の チャ ン ネ ル 表 示 基本 的 な 性 能 音量 の 調整 
本 機 の 音量 調整 方 法 を 説明 し ます 。 


に 拉 で の ズ 邊 横目 0 き TDS1B. RBOSa9s 
ES2wー タ イジ 6 6 の 
チャンネル 6 2 四 
12 ポイ ンタ すら 剛 
| ( ( (ポイ ンタ 点 殺 ) ね 
| ビジ ネス タイ ブ 19 ポイ ンタ +9 @ 表 示例 
18 チ ャ ン ネ ル 20 科学 受 逐 +0 (① ダ イヤ ル を 押し ます 。 - 
ー「v」 一 「o] 一 「L] 一 「 理 暑 値 が 表示 - 京 | 
gg SM 2 2 * 
| MM は 和仁 15」 で す 。 と | | | | 
の っ 4 4 | 4 | 
! ディ スプ レイ の ポイ ンタ と [2] が いて ! ディ スプ レイ の ポイ ンタ が 点 減 し な ダイ ヤル を 回 し て 音量 値 を 調整 し ます 。 ーーー で 
[ 同時 点 す る と 、 ビ ジネス 12 チ ャ す . が ら [9」 が 京 条 する と 、 ビ ジネス ー 束 示 中 に ダイ ヤル を 回 す と 、 音 霊 が 道 減 で 音量 値 音量 値 】9 音 暑 値 9 
月 ン ネ ル を 意味 し ます 。 - | 』 29 チャンネル を 意味 し ます 。 半生 7 (0-29) で 載 
2 希望 の 音 暑 値 を 選択 し た ら 、PTT キ ー を 押し 
ます 。 


ー つ 通常 の 受信 待ち 受け 状態 に 戻り ます 。 


ら 0 


本 機 に は 5 つの 通信 モー ド が あり ます 。(mS5" P24) 起源 ON 時 お よび 送受 信 中 の 、 デ ィ ス ブレイ の 表示 
に つい て 説明 し ます 。 


電源 0N 時 


し て いま す 。 
ター ケー ゴル - (EDH-T8} な 
どの 外部 悪 源 を 使 属し て いる 場合 に は | 
時 . チ マン ネル 番号 を 沈 講 点灯 し ます 。 1 


送受 信 中 
送信 中 は ポイ ンタ が 点灯 し ます 。 受信 中 も ポイ 
ンタ が 点灯 し ます 。 

霊 池 使 用 時 は 、 送 信 か ら 受 信 に 戻っ た 只 に チャ 
ン ネ ル 番 号 を 2 秒 商 表示 し ます 。 

外部 電源 使用 時 、 受 信 待 ち 受 け 中 は チャ ン ネ ル 
番号 を 表示 し ます 。 (パー ソナ ルモード 以外 ) 


寺 源 ON 時 、「 モ ー ド 状態 を 1 秒 和 点 」 …「 チ ャ 
ン ネ ル 番 号 を 1 秒間 点灯 一 「 消 灯 」 し ます 。 
工場 員 荷 次 須 は トラ ン シ ー バ ー モ ー ド で す 。 


レビ ー タ ー モ ー ド 
ポイ ンタ 


セキ ュ リ ティ モー ド 送信 中 : 点灯 


受信 中 : 点灯 


ケア モニ ター モー ド 


基本 的 な 性 能 


特定 小生 力 の 交信 制限 に つい て 


特定 小 十 力 トラ ン シ ー バ パー の 交信 に 関す る 制限 事項 を 説明 し ます 。 


3 分 制限 (分 以上 は 連続 で 送信 で きま せん ) 


送信 、 受 信 合 わせ て 9 分 以内 で す 。 
10 紗 前 に 警告 音 が 喝 り 、3 分 に な る と 
送信 は 停止 し ます 。 


RT 
尚 制限 に よび 


キャ リア セン ス (受信 中 は 送信 で きま せん ) 


一 定 の 強 さ の 電波 を 受信 し て いる 時 は PTT キ ー 
を 押し て も 送信 で きま せん 。 

受信 中 に PTT キ ー を 押す と アラ ー ム 理 が 鳴り 送 
信 で き な い こと を 知ら せま す 。 
ラー FC で C き 
アセ ンズ が 働き 記 な い 
一 片 合 は 咽 じ ませ ん (msy P5B 
ED 


0 悪 池 カバ ー を 外す 


6) クリ アパ ネル を 外す 


① ロ ッ ク を 外し ます 。 
カバ パー を 開け ます 。 


らら 


① ク リア パネ ル の ツメ を 押し クリ アパ ネル の 下 に 挟ま っ て 
込み ます 。 いる シー ト を 取り 出し ます 。 
ー ク リア パネ ル が 浮き ぎ 上 が 

り ま す 。 

⑧@ 肖 き 上 が っ た クリ アパ ネル 

を 本 体 か ら 取 り 外 し ます 。 


フェ イス シー ト の 交換 


写真 や イラ スト を 便 う つと 、 よ 
り 個 性 的 な トラ ン シ ー バ ー に 
変身 させ る こと が で きま す 。 


の 新しい シー ト を 付け る | | 2 クリ アリ ネル な を 付け る 


| 


付属 の フェ イス シー ト や 、 お  ① 上 部 に ツメ を 挿し 込み ます 。 

客 様 が ご 用 意 し た 新しい 、@ 下 部 の ツメ を 内 側 に 寄せ な 

シー ト を 取り 付け ます 。 が ら 、 矢 印 の 方 向 へ 差し 込 
み ま す 。 


ら 3 


5 つの 遂 信 モー ド 


各 モ ー ド の 概要 


本 機 に は 5 つの 通信 モー ド が あり ます 。 こ こ で は 5 つの 通信 モー ド の 概要 を 説明 し ます 。 


トラ ンジ シー バー モー ド (t モ ー ド is P28) 


便 用 チャ ン ネ ル 
単 信 し ジャ ー : 1 一 9CH 


単 信 ビ ジネス : 1 一 11CH 


も っ と も 基本 的 な 単 信 通 話 モ ー ド で す 。 工場 出荷 
( 態 で 電源 を 入れ る と 、 こ の モー ド に な り ま す 。 
送信 時 に PTT キ ー を 押し て 人 通話 し ます 。 通 話 可 
能 エ リア 内 で あれ ば 、 同 じ チ ャ ン ネ ル の 人 は 全 
員 交 信 で きま す 。 


2 周波 数 義成 が 同じ で ある 他 の 特定 小 電力 
トラ ン シ ー バ ー と も 交 舎 で きま す 。 


明 


バー ソナ ルモード (P モ ー ド PO) 


使用 チャ ン ネ ル 
単 信 レジ ャ ー : 1 一 CH 
皇 信 ビジ ネス : 1 一 11CH 


お 互い に 登録 し た 相手 だ け を 個別 に 呼び 出す こ 
と が で きま す 。 ご 家庭 で イン ター ホン の よう な 
使い 方 も で きま す ( 道 信 方 式 は 単 信 )。 

本 機 を 含め て 4 台 ま で を 1] つの グル ー プ と し て 構 
成 で きま す 。 


(「 から 4 を 個別 呼出 し ) 


3 か らら を 僧 別 呼出 し 


レビ ピーター モー ド (r モ ー ド 呈 P38) 


吉 モ ー ド の 抜 要 
セキ ュ リ ティ モー ド (SG モー ド 玩 P40) 


使用 チャ ン ネ ル 
半 考 信 レ ジャ ー  : 10 一 18CH 
半 寝 信 ビ ジネス  : 12-29CH 


半 複 信 方 式 の レビ ー タ ー (中 継 語 ) に アク セス 
で きる モー ド で す 。 レ ビー ター (中 継 器 ) を 使 
うこ と に よっ て 、 単 信 通 話 で は 電波 が 届か な い 
相手 と 交信 する こと が で きま す 。 

周波 数 構成 が 同じ 他 の 特定 小 電 力 ト ラン シー 
バー と も レビ ー タ ー (中 継 器 ) を 介し 交信 で き 


ます 。 


レビ ピーター 
(中 継 器 ) 


入る 時 
に 損 午 が 生じ ま 


単 信 ビ ジネス : 1 一 11CH 


使用 チャ ン ネ ル 
単 信 レジ ャ ー 1~BCH 


本 機 を 科 易 的 な 警 翌 装 置 と し て 利用 する モー ド で 
す 。 付 属 の セキ ュ リ ティ ケー ブル が 引 寺 抜か れ た 
り 、 切 断 さ れる と 、 そ れ を 親 機 に 知ら せま す 。 


放 Sun 軒 還 論 


テー 由 宮 


難 モ ー ド の 宜 要 
ケア モニ ター モー ド (C モ ー ド 呈 P43) 
使用 チャ ン ネ ル 


単 償 レジ ャ ー : 1 一 CH 
単 全 ビジ ネス : 1 一 11CH 


本 機 ら 台 を 全 っ て 、 親 幾 か ら 子 機 の 送信 を コン 
トロ ー ル で きま す 。 乳幼児 や 病人 の 監視 な ど に 
活 馬 で きま す 。 


モー ド の 切り 替え 方 法 


工場 出荷 状態 で 電源 を 入れ る と 、 も っ と も 基本 的 な トラ ン シ ー バ ー モ ー ド (t モー ド ) と な り ぶ す 。 


上 電源 を 入れ 


電源 スイ ッ チ を 入れ ます 。 
ー ト ラン シー バー モー ド (t) で 電 涯 が 入り 


応 9< 


人 モー ド を 切り 替え る 


① 電 源 を DFF に し ます 。 
②@ ダ イヤ ル を 押し な が ら 、 電 源 ス イッ チ を DN 
に する 操 作 を 繰り 返し ます 。 
+ バ ー ソ ナル モー ド (P) ユ レ ビー ター モ 
ド (r 一 セキ ュ リ ティ モー ド (S) 一 ケア 
モニ ター モー ド ・(D) ー ト ラン シー バー 
モー ド (t) 一 パー ソナ ルモード 
(P) ・・・ の 順に モー ド が 切り 束 わ り ま す 。 


ェ テー 商 仙 Suo 請 講 


ど Z 


ど 8 


トラ ン シ ー バ ー モ ー ド の 通信 方 法 


も っ と も 基本 的 な 単 信 毅 話 モ ー ド で す 。 


ここ ニュ 


電源 スイ ッ チ を 上 方 向 へ スラ イ ド さ せま す 。 
ー モ ー ド 表示 [t』」ー チ テ チャンネル 表示 []] と 表 
示し た 後 、 消 灯 し ます 。( 電 池 使 用 時 ) 


NE7 1 す 
5 チャ ン ネ ル を 合わ せる 


ダイ ヤル を 回 し て チャ ン ネ ル を 合わ せま す 。 


トラ ン シ ー バ パー モー ド の 通信 方 法 


アル 送信 中 / 受 信 中 


C) 音量 を 調整 する の ※ 信 / 受 信 す る 
① ダ イヤ ル を 1 回 押し ます 。 ① 信 号 を 受信 する と 、 ス ピー カ か ら 相 手 の 声 が 


@ ダ イヤ ル を 回 し て 音量 値 を 調整 し ます 。 

③ 希 望 の 音量 値 に な っ た と ころ で 、PTT キ ー を 
押し ます 。 
ー 昔 早 値 の 表示 が 消え ます 。 


聞こ えま す 。 
ー デ ィ ス プレ イ の ポイ ンタ が 点灯 し ます 。 

@ 送 信 時 は 、 信 号 を 受信 し て いな いこ と を 確認 
し て か ら 、PTT キ ー を 押し た まま 、 話 し ます 。 
/ 因 マイ ク に 向け て 話す と き は 、 マ イク と 口元 

の ~- を 約 5cm 避 し て くだ さい 。 

ー デ ィ ス プレ イ の ポイ ンダ タ が 点灯 し ます 。 

⑧PTT キ ー を 可 す と 、「 ビ ッ 」 と 音 が 鳴っ た 後 、 
受信 待ち 受け 状態 に 切り 替わり ます 。 


テー 語 Suo 加 請 識 


に pig 当 d 議 ハー ソナ ルモード の 通信 方 法 パー ソナ ルモード の 通信 方 法 
双 ま で の DJ-P21 で 1 つの グル ー プ を 構成 し て 、 個 別に 呼び 出し が で きる モー ド で す 。 ご 家庭 で ワイ 
各 キ ー の 使い 方 


ヤレ スイ ンタ ー ホ ン の 様 に 使用 で を ます 。 
バー ソナ ルモード で は 、 各 キー の 使い 方 が 他 の モー ド と 異な り しま す 。 パ ー ソ ナル モー ド で に ご 使 用 に な 
る 場合 は 、 下 図 を 参照 し て くだ さい 。 


1] キー 


| 


PTT キ ー メモ リー 番号 [1] へ の ID 登録 、 
・ 登録 時 の ID 送出 その 相 三 機 の 呼び 出し 
・ 全員 の 呼び 出し 


[21 キ ー 

メモ リー 番号 [2] へ の ID 登録 、 
その 指 近 機 の 呼び 出し 

[31 キ ー 

メモ リー 番号 [3] へ の ID 登録 、 
その 析 手 機 の 呼び 出し 


CFO 


ID 番号 : 000228 ID 導 : ooogg3 
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d ら 


パー ソナ ルモード の 通信 方 法 


: 探 作 の 流れ 


フェ イス シー ト を お 客 様 で 作成 し て 、①②@③ 番 パー ソナ ルモード を お 使い に な る に は 、 次 の 流 


号 の 代わ り に 名 前 な ど を 入れ る こと が で きま す 。 れ で 操作 し て くだ さい >。 
P22 RFSRE コ 
還 和 5 使用 前 の 準備 (Gr P33) | 
hh 


ID 番号 の 登録 ( 字 P34) | 
台 に よる ID 番号 の 登録 (em P36) | 


0 


| 個別 呼出 し を 行う (mw P35) | 


| 3 台 に よる 個別 呼び 出し (w.P3 ブ ) | 


⑩ た バー ソナ ル モ ー ド に 切替 える 


パー ソナ ルモード の 通信 方 法 


ら チャ ン ネ ル を 合 わせ る 


① ダ イヤ ル を 押し な が ら 、 電 源 ス イッ チ を ON 
に し ます 。 
⑧@ 電 源 ON 後 に に ディ スプ レイ に 「P」 と 表示 さ 
390 ① の 操作 を 繰り 返し ます 。 
ー「P」 と 表示 され た だら 、 パ ー ソ ナル モー ド 
に 切り 替わり ます 。 


に する と 、 次 に 起源 を ON に し た と きも 、 
パー ソナ ルモード で 立ち 上 が り ま す 。 


/ 界 パー ソナ ルモード に 切り 替え て 電源 を OFF 


パー ソナ ルモード で 、 お 使い に な る 全て の セッ 
ト の チャ ン ネ ル を 合わ せま す 。 


ーーrHii 人 GU いい rm に - 王 
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パー ソナ ルモード の 通信 方 法 


Pk 


本 幾 に は 1 台 ず つ 製 造 番号 と 同じ 番号 が ID と し て 記録 され て いま 
す 。 パ ー ソ ナル モー ド で は 、 グ ルー プ と な る 相手 機 の ID 番号 を 、 
MP の いずれ か へ 登録 し ます 。 ID 番号 は 3 台 分 まで 
登録 で きま す 。 こ こ で は お 理 い [1] キー に 登録 し ます 。 


960TT1) 


ID 番号 : 000822 


登録 内 容 を 変更 する に は 、 一 度 消去 し て か ら 再 登録 し て くだ さ 


い 。(wm P61) 


ディ スプ レイ に 相手 の ID 番 


の デ 


号 が 順番 に 表示 され ます 。 
ツー 
ID 番号 の 表示 中 に 、[1] キ 


ー を 押し て 、 相 手 の ID 番 号 
を 「1] キー に 登録 し ます 。 


0 


os) PTT キ ー を 押し ます 。 


ディ スプ レイ に 相手 の I ロ 番 ! 
Cs/ 号 が 順番 に 表示 され ます 。 


6 ID 番号 の 表示 中 に 、[1] キ 
》 一 を 押し て 、 相 手 の ロ 番号 
を [1] キー に 登録 し ます 。 


個別 呼び 出し を 行う 


前 ペー ジ の と お り に 、 ら 台 が お 互い の ID 番号 を 登録 し た 場合 は 、 


CH 
_ 6 
CO 


《》 呼び 出し / 会 話 


参 呼 び 出し 

介 が 登録 され て いる キー 

(ここ で は []] キ ー) を 押し ます 。 

ー 人 答 か ら は 呼び 出し 音 が 喝 
り ま す 。 

参 会 話 

6 が 登録 され て いる キー 

(ここ で は [1] キー) を 押し 続け 、 

「 ピ ビ 」 音 の 後に 話し ます 。 

ー 人 物 か ら は 「 ビ ビ 」 音 の 後 
に 音声 が 聞こ えま す 。 


パー ソナ ルモード の 通信 方 法 


次 の よう に お 互い を 呼び 出し ます 。 


① 呼 ん で きた が 登録 され 
て いる キー (ここ で は [11]) 
が ディ スプ レイ に 点滅 し 、 
誰か ら の 呼び 出し で ある か 
を 表示 し ます 。 

@ 瑞 登録 し て いる キー 
(ここ で は [1] キー) を 押 
し な が ら 話 し ます 。 

ー 得 へ 応答 し まし た 。 


倫 が お 互い に 登録 し て 
いる キー (ここ で は [11 
キー) を 押し な が ら 会 話し ます 。 


会 話 終了 後 は 5 秒 た た 
な いと 、 次 の 呼び 出し 


斉 や 「 ビ ビ 」 音 は 只 り 
ませ ん 。 


づら 


パー ソナ ルモード の 通信 方 法 


3 馬 に よる ID 番号 の 登録 


本 機 ヨ 台 で パー ソナ ルモード を 利用 する 場合 、 


の 登録 方 法 


Sp 
に 


日 ] キー を 押す 


員 ] キー を 音 す 
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次 の よう に お 互い の 番号 を 登録 し ます 。 


で きき の 登録 方 法 
② 
で ク [2] キー を 押す 
PTT キ ー を 担 す SN 


[2] キー を 押す 


[3] キー を 押す 


ー ャ ーー イー ュー デー デジ 


ーー テコ ーーー で 


本 機 ヨ 台 で パー ソナ ルモード を 利用 する 場合 、 
の ID 番号 を 登録 し ます 。 


次 の よう に お 互い 


[2] キー を 押す 


・ 呼 び 出 す に は 、 そ れ ぞ れ の キー を 押し ます 。 相 族 か ら は 呼 | 
び 出し 理 が 鳴り まず 。 

・ 会 話す る に は 、 そ れ ぞ れ の キー を 押し 続け 、「 ピ ビ 」 音 の 後に | 
話し ます 。 宜 手機 か ら は 「 ピ ビビ] 言 の 肖 に 吾 声 が 間 こ えま す 。 | 


パー ソナ ルモード の 六 方 法 


全員 呼び 出し 


久 全 員 を 呼び 出す 


ーーim 帝 5 Qt rm | ] 


PTT キ ー を 押す と 、 グ ルー プ 
の 全員 を 呼び 出せ ます 。 


久 主 具 と 会 話 を する 
PTT キ ー を 押し 続け て 「 ビ ビ ] 
言 が 鳴る と 、 全 員 と 会 話 で き 
ます 。 


づ ア 


レビ ー タ ー モ ー ド の 通信 方 法 


通常 の 交信 で は 電波 が 届か な い 場 所 に いる 相手 と 、 レ ビー ター (中 継 器 ) を 介し て 交信 する モー ド で す 。 


中 継 叶 と し て 生 社 製 DJP1OR、DJ-H2OD な ど が 別途 必要 で す 。 


する 


人 レビ ー タ ー モ ー ド に 切り 替え る 


① ダ イヤ ル を 押し な が ら 、 電 源 ス イッ チ を ON 
に し ます 。 『 

② 電 源 DN 後 に に ディ スプ レイ に 「r」 と 表示 さ 
れる まで 、① の 操作 を 繰り 返し ます 。 

ー 」 と 表示 され た ら 、 レ ビー ター モー ド に 
切り 替わり ます 。 


と 


レビ ー タ ー モ ー ド に 切り 百 え て 電源 を OFF 
に する と 、 次 に 電源 を ON に し た と 寺 も 、 
レビ ー タ ー モ ー ド で 立ち 上 が り ぶ す 。 


RN: 


6) チャ ン ネ 


① ダ イヤ ル を 回 し て 、 使 用 する レビ ピーター と 
チャ ン ネ ル を 合わ せま す 。 

⑧ レ ビー ター に トー ン 設 定 さ れ て いる 場合 、 本 
機 の トー ン 出 力 設 定 を ON に し て くだ さい 。 


(中 総 器 ) の 設 * 


還 に コ 


①PTT キ ー を 押し 続け ます 。 
ー レ ビー ター へ の アク セス が 成功 すれ ば 、 約 
1 秒 後に 「 ピ ビビ 」 と いう 音 が 聞こ えま す 。 
⑧⑱⑥ そ の まま マイ ク に 向かっ て 話し ます 。 
ー 後 は 週 常 の 交信 と 同様 の 操作 で す 。 


レビ ー タ ー モ ー ド の 通信 方 法 


7 
る 9 「 フ フ ブ ・・・」 と 音 が し た ら 


レビ ピーター へ の アク セス が 矢 表 し た 場合 、「 プ プ 
プ ・・・」 と 音 が 出 ます 。 一 度 PTT キ ー を 離し 、 
巨 度 押 し 続け て くだ さい 。 
レビ ー タ ー と の 距離 が 遠く 通話 エリ ア に な い 場 
合 も 、「 プ ブ プ ・・・」 と いう 音 が 聞こ えま す 。 
この 場合 、 レ ピー ター を 使用 する こと は で きま 
せん 。 


テー 中 面 巡 Suo 半 請 識 


3 


セキ ュ リ ティ モー ド の 通信 方 法 


本 機 を 2 台 使っ て 、 科 易 的 な 警報 装置 と し て 利用 する モー ド で す 。 


ーー 商い 


人 めく まで も 克 的 な 能 と お 考え くだ 


: か ね ます の で 、 あら か じ ぬ ご 了承 < だ さ し 
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本 板 の 癌 人 未 具合 に より 万 が 一 損 守 が ・ 
: 生 じまい を も 、 は 一切 その 黄 作 を 買い 


電 セキ ュ リ ティ モー ド に 切り 普 え る 


① ダ イヤ ル を 押し な が ら 、 電 源 ス イッ チ を ON 
に し ます 。 
⑧ 電 源 DN 後 に 、 に ディスプレイ に 「S」 と 表示 さ 
れる まで 、① の 操作 を 繰り 返し ます 。 
ー「S」 と 表示 され た ら 、 セ キュ リティ モー 
ド に 切り 琴 わ り ま す 。 


セキ ュ リ ティ モー ド に 切り 琶 え て 電源 を 


0FF に する と 、 次 に 電源 を ON に し た と ぎ 
も 、 セキ ュ リ ティ モー ド で 立ち 上 が り ま す 。 


有 機 と 子 機 の チャ ン ネ ル を 合わ せま す 。 


コー ドス ケル チ 携 能 を DN に 設定 する こと 
ちや で ざき ます (es P48)。 そ の 場合 コー ド 
番号 も 同じ に 合わ せま す 。(AーF) 


] 


セキ ュ リ ティ モー ド の 通信 方 法 


で) 子 機 の セッ ( げ 機 の あめ) 

① 子 機 ( 鞭 報 送信 機 ) の イヤ ホン 端子 に セキ ュ 
リティ ケー ブル を 差し 込み ます 。 

⑧PTT キ ー を 押し ます 。 

っ LED デ ィ ス プレ イ に 「S」 ーー 「C」 ー「r」 


ー It」 と 表示 され 、 警 報 送信 機 と し て セッ 
トド され ます 。 


? 
4 ト 
に 提 加 
| 
さ 
テー 中 曽 二 GU 区 詞 


セキ ュ リ ティ モー ド の 通信 方 法 


① セ キュ リティ ケー ブル を 抜い た り 、 切 断 し た 
りす る と 、 警 報 送信 が 始ま り ま す 。 
ー 親 機 は 子 機 か ら の 電波 を 受け 、 ア ラー ム 菩 
が 員 り ます 。 子 機 に 異常 が めった こと を 知 
ら せ ま す 。 
ーー 
| ケー ブル が 引き 抜か れ た 場合 、 子 機 到 体 も 
アラ ー ム 斉 が 鳴り ます が 、 ケ ー ブ ル が 功 断 
され た 場合 、 子 比 か ら は アラ ー ム 昔 が 鳴り 


CE 
③ 便 科 送信 を 止め る ノ 通 話 | 


① 衝 和 送信 を 始め た 子 機 は 「5 秒 間 ア ラー ム 音 
送信 」 一 「5 秒 音声 送信 」 一 「5 秒 受信 」 の 
間欠 動作 を 線 り 返し ます 。 

@ 子 機 の 「5 秒 受信 」 中 に 、 懇 機 の PTT キ ー を 
押し ます 。 
ー 親 機 か ら の 電波 を 受信 し て 、 子 機 の 敬天 

便 が 止 まり ます 。 子 機 の 表 報 送信 が 止ま っ 
た 後 、 箱 機 と 子 機 の 問 で 通話 で きま す 。 

@ 通 話す る に は 、PTT キ ー を 押し て 通話 し 

ます 。 


ケア モニ ター モー ド の 通信 方 法 


CEA 


① ダ イヤ ル を 押し な が ら 、 電 源 ス イッ チ を ON 
に し ます 。 
⑧@ 電 源 QN 後 に 、 デ ィ ス プレ イ に 「C」 と 表示 さ 
れる まで 、① の 操作 を 繰り 返し ます 。 
ー「C」 と 表示 され た ら 、 ケ アモ ニタ ー モ ー 
ド に 切り 琶 わり ます 。 


/ 界 ケア モニ ター モー ド に 切り 碧 え て 起源 を 
OFF に する と 、 次 に 電源 を ON に し た と き 


も 、 ケア モニ ター モー ド で 立ち 上 が り ま す 。 


ー ル で きま す 。 了 乳幼児 や 病人 の 監視 な ど に 活用 で き 


6) チャ ン ネ ル を 合わ せる 
親 機 と 子 機 の チャ ン ネ ル を 合わ せま す 。 


2 
コー ドス ケル チ 和 機能 を ON に 設定 する こと 
ンプ も で きま す (cw P48)。 そ の 場合 コー ド 
ノブ 


番号 も 同じ に 合わ せま す 。(AーP ビ ) 


テー 中 議 人 4 UUrm | | 
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ケア モニ ター モー ド の 通信 方 法 


| 
上 
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|⑨ 邊 の セッ ト | 


① ト ー ン キー を 押し ます 。 
コー ドキ ー を 押し ます 。 

ー デ ィ ス プレ イ に 【[C] [A] 
[r] [E〕 と 表示 され 、 子 
機 と し て セッ ト さ れ ま 
この 状態 で 親 機 か ら の 送 
信 命 令 を 待ち ます 。 


親 機 の PTT キ ー を 押し ます 。 

ー「 ビ ビ ピ 」 音 が 吟 D、 子 機 の 
送信 が 始ま り ま す 。 子 幾 は 、 
「25 秒 送信 」 一 「5 秒 受信 」 
の 尚 欠 動作 を 繰り 返し ます 。 


ーー 
子 機 の 送信 時 敵 を 50 
秒 に 延長 で きま す 。 
(sy P63) 


G 稚 


④ 子 機 の 「5 秒 受信 」 中 に 腰 
機 の PTT キ ー を 押し ます 。 
ー 「 プ ププ 」 音 が 鳴り 、 子 

機 の 送信 が 止ま り ます 。 

⑧ も う 一 度 親 機 か ら の 送信 命 
令 を 受け る と 、 ま た 送信 を 
始め ます 。 


人 の 誠信 れ 邊 b 
「・ 邊 本 た 時 は < 再 厩 「 @⑨ 子 - 


トラ ッ ツ ー バ ー | パー ソナ ル | レビ ー タ ー | セキ ュ リ ティ | ケア モニ ター 
モー ド モー ド モー ド モー ド | モー ド 

et 

1 か ] 


oO | o 
EE | 


※] : トー ン 出 力 華人 能 と コー ドス ケル チ テ 機能 は 局 時 に 使 末 で きま せん 
※ ら : 登録 し た ID 番号 別に 呼び 出し ます 。 0 
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トー ン 出 カ 


交信 する 相手 機 (本 機 以外 ) に トー ンス ケル チ 機 能 (グル ー プ トー ク 機 能 ) が ある 場合 や 、 ト ー ン 設定 
され た 中 継 器 に アク セス する 場合 に 使用 し ます 。 


① ダ イヤ ル を 回 し て 、 ト ー ン 番号 を 選択 し ます 。 
ー] 9 の 剛 で トー ン 玲 号 が 変化 し ます 。 

②@ 希 望 の トー ン 番 号 が 表示 され た ら 、 ト ー ン 
キー を 押し ます 。 

①F キ ー を 押し ます 。 ー ポ イン タ が 点灯 し ます 。 これ で トー ン 刷 力 

⑧「F』 の 点灯 中 に トー ン キ ー を 押し ます 。 機能 が 使用 で きま す 。 も う 一 度 トー ン キ ー 
ー「1」 が 京 灯 し ます 。 (トーン 番号 が 1 の を 押す と 、 ポ イン ダ が 消灯 し て 、 ト ー ン 出 

場合 ) 力 機 能 が OFF に な り ま す 。 


に 乱 に は 和合 呈 を 出 < 
8 で 提 


①PTT キ ー を 押し て 確定 し まず 。 
設定 が 窟 定 し ます 。 回 池 使 用 時 は 表示 が 消 
えま す 。 
| 内 2 人 メ 計 は 、 チ ャ ン ネル 表示 に 
@⑧ 再 び PTT キ ー を 押し て 送信 し ます 。 
ー 音 声 と と も に トー ン (sr PG8) が 送出 さ 
れ ま す 。 


EE | 


コー ドス ケル チ 


し た 人 と だ け 交 信 で き 、 混 信 を 防ぐ こと が で きま 
す 。 交 信 し た い 相 手 と 、 チ ャ ン ネ ル お よび コー ド 番 号 を 合わ せま す 。 


コー ドス ケル チ 機 能 を 使う と 、 同 じ コ ー ド 番号 に 設定 


細か 
《》 コー ド 番 号 の 表示 
①F キ ー を 押し ます 。 


@「Fl の 点灯 中 に コー- ド キー を 押し ます 。 
ーー 「A」 が 点灯 し ます 。( コ ー ド 番号 が A の 場 


合 ) 
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回 


@) コー ド 番 号 の 選択 
① ダ イヤ ル を 回 し て 、 コ ー ド 番号 を 選択 し ます 。 
ーAーF の 間 で コー ド 番 号 が 変化 し ます 。 


2 バー ソナ ルモード で 宜 手 機 の コー ド が 登 久 
され て いれ ば 、AーF の 後に 1 一 3 が 加わ り 、 


い それ ら の コー ド も 使用 で きま す 。 
@ 希 望 の コー ド 番 号 が 表示 され た ら 、 コ ー ド 


キー を 押し ます 。 

ー ポ イン タ が 点灯 し ます 。 こ れ で コー ドス ケ 
ル チ 機 能 が 使用 で きま す 。 もう一度 コー ド 
キー を 押す と 、 ポ イン タ が 消灯 し コー ドス 
ケル チ 機 能 が OFF に な り ま す 。 


[9 コー ド 信号 の 送出 


①PTT キ ー を 押し て 確定 し ます 。 
ー 設 定 が 確定 し ます 。 電 池 使 用 時 は 、 表 示 が 
消え ます 。 


@ 再 び PTT キ ー を 押し て 送信 し ます 。「 ビ ビ 」 
音 が 鳴っ て か ら お 話し くだ さい 。 
ーPTT キ ー を 二 し た 直後 、 約 1 秒間 は コー ド 
信号 が 送出 され ます 。 


- 避 あさ 還 識 
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キー ロッ ク 


キー ロッ ク を 設定 し て 


F キ ー を 1 秒 以 上 押し 続け ます 。 
ー「 ビ ビビ ビビ 」 昔 が 喝 り 、「L」 が 点 減 し 
ます 、。 


ッ ク 中 で も 送信 、 ニ ター 地 作 、 
計量 調整 は 操作 可能 で す 。 


・ キ ー ロ ッ ク 中 に 電源 を 入れ 直す と ロッ ク 
状態 で 電源 が 入り ます 。 「 モ ー ド 」 一 「L」 
ー「 テ チャ ン ネ ル 琶 号 」 と 表示 され ます 。 


お く と 、 詞 作動 な ど に よる 設定 変更 を 肪 止 で きま す 。 


解除 する に は 、 再 度 F キ ー を 1 秒 以 上 押し 続け 
ます 。 
ー「 ビ ピピ 」 音 が 鳴り 、 チ ャ ン ネ ル 苦 弓 を 表示 し 


便利 な 機能 モニ ター 


受信 中 に 相手 の 戸 が 途切れ る 時 な ど に 、 相 手 の 声 を スピ ー カ か ら H 


し に ニー 
モニ ター キー を 押し 続け ます 。 
ー 相 手 の 声 が スピ ー カ か ら 音 が 聞こ えま す 。 


の で ep El を 5 
意 パー ソナ ルモード 時 は | 
能 す る た め 、 モニ 


S 1 


便利 な 提 索 。 議 EHEH ーー 


⑧ 相 手機 は 緊 旭 信 号 を 受信 し 、 ア ラー ム 斉 が 昌 
り ま す 
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本 機 を 軍 易 的 な 四 意 通報 装置 こ し て 使う 機能 で す 。 普段 は トラ ン シ ー バ ー と し て 使用 し 、 万 が 一 の 際 に 
は 相手 幾 に アラ ー ム 音 で 知ら せま す 。 
生か: | 
を | | 
人 | 
ン ネ ル を 合 通 堂 リセ 、 
D テ チャ ネル を 合わ せる | | 通 党 リ セ ッ ト 人 録 消去 リセ ッ ト 
① 本 機 5 台 を トランシーバー モー ド に し ます 。 ① ダ イヤ ル を 3 秒 以上 押し ます 。 ①F キ ー を 押し な が ら 電 源 を 入れ ます 。 F キ ー と ダ ee 
本 機 2 台 の チャ ン ネ ル を 合わ せま す 。 ー 秋 急 通報 が 10 秒 間 送 信 し ます 。 |  @「」 の 表示 中 に F キ ー を 基 し ます 。 と の ポル を 邊 じ な が ら 二 洒 久 れ 
_N 1 
る 5 の 2 セ で 「 ケ ア 送 信 延 長 擬 能 j を ー パ ー ソ ナル モー ド で 登録 し た ID 待 号 を 一 
通常 は 、 音声 通話 用 の トラ ン シ ー バ ー と し て 使 DMC す る と 、 20 紗 軸 送 下 い ます 。 消し と 、 リセ ッ ト し ます 。。 
略し ます 。 | ⑧「-」 の 表示 中 に F キ ー と ダイ ヤル を 醒 し ます 。 
1 


セッ トモ ー ド の 設定 と 設定 一 覧 


測 品 を カス タマ イズ する 機能 で す 。 


セッ トモ ー ド 
セッ トモ ー ド は 、 各種 機能 を よ り 使 いや すく する た め に 、 
次 の 項目 が 設定 で きま す 。 


バッ テリ セー プ ブ (中 P56) 
| エンド ピー (m P57 1) 
ビー プ (中 P58) 
スケ ル チ レ ベル (中 P5S) 3 
特 局 ID 番 号 表示 ( 加 P60) 
他 局 ID 番号 消去 (gm PB1)  !- 
バッ テリ 表示 ( 員 P6 ら ) 1ON 


ケア 送信 延 長 機能 ( 叶 PS3 *s) 1OFF 
PTT オ フ 機 能 (yr PG4) | OFF 
①F キ ー を 押し ます 。 到 除 け 機 能 (WP65) OFF 


②④「F] 点灯 中 に ダイ ヤル を 押し ます 。 

ー セ ッ ト モ ー ド の 項 中 が 切り 替わり ます 。 
③④ ダイ ヤル を 回 し て 、 ON/OFF を 切り 替え ます 。 
④PTT キ ー を 押し て 、 設 定 を 確定 し ます 。 


※1 : セキ ュ リ ティ モー ド 、 ケ アモ ニタ ー モ ー ド で は 
使用 不可 
※ ら : ケア モニ ター モー ド で の み 使 用 可能 


充電 機能 (CHG) 


ニッ ケル 水素 充電 池 ま た は ニッ カド 充電 池 を 装着 し 、 外 各 吉 源 端 子 よ り ト リク ル 充 電 で きま す 、 


1 


①F キ ー を 押し 、「F」 の 点灯 中 に ダイ ヤル を 1 回 
押し ます 。 
ー「C」 …「H」 っ 「G」 と 表示 され ます 。 
⑧ ダ イヤ ル を 回 し て 、ON/DFF を 切り 替え ます 。 
ーー ポインタ が 点灯 する と ON と な り 、 充 鶴 で 
きま す 。 
③PTT キ ー を 押し て 、 設 定 を 確定 し ます 。 
ーー 充電 を 続け る 場合 、 本 体 の 電源 は 0N の ま 
ま に し て くだ さい 。 


充電 時 間 の めやす 
100CmAh タ イブ 
gO ロ 0mAh タ イプ 


・ 約 ら 0 時 間 
: 約 40 時 間 
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| 2 補 期 状態 で は 、 Crciwwencue。 | 妥 


ツ 
ト 
| 
ド 


バッ テリ セー ブ (bS) 


待ち 受け 状態 が 5 秒 以上 続く と 、 内 部 電源 を 定期 的 に ON/OFF さ せ て 、 款 池 の 消 費 を 抑え る 機能 で す 。 


レア 2 初期 状態 で は DN に 設定 され て いま す 。 


①F キ ー を 押し 、TF」 の 点灯 中 に ダイ ヤル を ど 回 
押し ます 。 - 
っ 「b」 ー「S」 と 表示 され ます 。 
@ ダ イヤ ル を 回 し て 、 ON/OFF を 切り 替え ます 。 
ー ポ イン タタ が 点灯 する と ON と な り 、 バ ッ テ 
り が セー ブ で きま す 。 
③PTT キ ー を 押し ます 。 
ーー 設定 が 容 定 し ます 。 
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エン ド ピ ー (EndP) 


PTT キ ー を 誠 し た 時 の 「 ピ ッ 」 音 の ON/OFF を 設定 し ます 。 


点 灯 :ON 
消 灯 :OFF 


①F キ ー を 押し 、TF」 の 点灯 中 に ダイ ヤル を コ 回 
押し ます 。 
つ 「E」 一 「n」 一 「d]」 一 「P」 と 表示 され 
ます 。 
⑧ ダ イヤ ル を 回 し て 、QIN/OFF を 切り 替え ます 。 
ー ポ イン タタ が 京 灯 する と 、 エ ンド ピー 機能 が 
ON と な り ま す 。 
⑧PT「 キ ー を 押し ます 。 
つ 設 定 が 確定 し ます 。 


初期 状態 で は ON に 設定 され て いま す 。 


に セキュリ ティ モー ド 、: 
で は 使 過 で きま せん 。 


ケア モータ た モー ドー 
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セッ トモ ー ド スケ ル チ レ ベル 設定 (SqL) 


本 機 か ら 唱 る ビー プ ブ 音 (操作 斉 ) の ON/OFF を 設定 し ます 。 


①F キ ー を 押し 、「F」 の 点灯 中 に ダイ ヤル を 4 回 
押し ます 。 
ー「b」 一 「E」 一 「E] 一 「P」 と 表示 され 
ます 。 
⑧ ダ イヤ ル を 回 し て 、ON/OFF を 切り 替え ます 。 
ー ポ イン タ が 点灯 する と 、 ビ ー プ 機能 が ON 
と な り ま す 。 
PTT キ ー を 押し ます 。 
ー 設 定 が 確定 し ます 。 


初 甚 状態 で は ON に 設定 さむ て いま す 。 


の 4 レベ ル を 設定 し ます 。 ス ケル テ と は 、 受 信 時 
9。 


に 信号 が な い 時 の 「 ザ ー]」 と いう 雑音 を 消す 機能 


/ ・ 初期 状態 で は スケ ル チ レ ベル が 3 に 設定 
され て いま す 。 

・ 設定 価 を 大 きく する ほど 強い 信号 で スケ 
ル チ が 開く よう に な り ま す 。 

・ 0 に 設定 する と 受 汗 信号 が な く て も スケ 


(①F キ ー を 押し 、「F」 の 点灯 中 に ダイ ヤル を 5 回 
押し ます 。 
ー「S」 一 「q」 一 「L」 一 「3」 と 表示 され 
ます 。 
ダイ ヤル を 回 し て 、 レ ベル を 調整 し ます 。 
ー レ ベル は 、0ー5 の 間 で 調整 で きま す 。 
PTT キ ー を 押し ます 。 
ー ス ケル チレ ベル が 確定 し ます 。 


ル チ は 開い た まま に な り ま す 。 
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セッ トモ ー ド 自 局 ID 番号 表示 


本 擬 の ID 番号 が 参照 で きま す 。 ID 番号 は 、 本 体 裏 に 貼り 付け て ある 製造 番号 と 同じ で す 。 


| 内 ID 谷 写 は 、 パ ー ソ ナル モー ド で 個別 呼び 出 
し を する 際 に 使用 し ます 。 


\、 プン 


①F キ ー を 押し 、「F] の 吉 灯 中 に ダイ ヤル を 6 回 
押し ます 。 6 
ー6 桁 の ID 琶 号 (製造 番号 ) が 順に 表示 され 


④PTT キ ー を 押し ます 。 
通常 の 状態 に 戻り ます 。 
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他 局 ID 番号 消去 


パー ソナ ルモード で 登録 済み の 、 相 手機 の ID 番号 を 消去 し ます 。 


①F キ ー を 押し 、[F」 の 点灯 中 に ダイ ヤル を 7 回 
押し ます 。 

ー TE]」 っ | 一 [AT 一 「S」 一 [E| と 宮 
示さ れ ま す 。 

@⑮ [1] キー、[2] キー、[3] キー の いずれ か 
か ら 、 消 去 し た い 番 号 の キー を 押し ます 。 
Ei 音 が 喝 り メモ リー 内 容 が 消去 され 

③PTT キ ー を 押し ます 。 

ー 伯 常 の 状態 に 戻り ます 。 


才 リピ ッ ト 洪 作 で 一 活 消 去 す る こと も で きま す 。 
(mm P58) 


ェ ー-mrsr 還 講 
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①F キ ー を 押し 、「F」 の 点灯 中 に ダイ ヤル を 8 回 
押し ます 。 - 
ー FD」 一 「AJ 一 | 一 | と 表示 され ます 。 
⑧ ダ イヤ ル を 回 し て 、 ON/OFF を 切り 替え ます 。 
ー ポ イン タタ が 点灯 する と 、 バ ッ テ リ 表示 機能 
が ON と な り ま す 。 . 
③PTT キ ー を 押し ます 。 
ー 通 常 の 状態 に 戻り ます 。 


免 坦 池 容 量 表 示 
電池 使用 時 、10 秒 に 1 度 、 協 池 の 残 容量 を 表 
示し ます 。 


| | 電 地 容量 に 余 容 が あり ます 。 


人 電源 切り 忘れ アラ ー ム 
起源 切り 忘れ 防止 の た め 、 無 操作 状態 が 30 分 
以上 続い た 場合 、「 プ ププ 」 と いう アラ ー ム 音 
が 鳴り ます 。 以 後 10 分 お き に アラ ー ム 音 が 旨 
り 、 電 湖 が ON の まま で ある こと を 知ら せま す 。 


2 時 粒 ケア ポ 信 所長 和 能 (CArE LonG) 


ケア モニ ター モー ド 子 機 の 送信 時 間 を 延長 で きま す 。 


ケア モニ ター モー ド | 
点 灯 :QN 初期 状態 : 5 秒 送信 /5 秒 受信 
消 灯 : 至 機 能 ON : 50 秒 送信 /5 秒 受信 


ノボ 9 雪 人 IEOFF (@5 和 人 に 放さ 
れ て いま す 。 

- 本 機能 を ON に する と 、 条 包 能 の 

洒 時 間 が 20 秒 に な り ます 。(ew PS の ) | 


①F キ ー を 押し 、「F」 の 点灯 中 に ダイ ヤル を 9 回 
押し ます 。 
ー「C」 ーー「A」 っ 本 っ PE] っ ーー 
「O」 一 「n」 一 「G」 と 表示 され ます 。 
⑨ ダ イヤ ル を 回 し て 、 ON/ ロ FF を 切り 替え ます 。 
ー ポ イン タ が 点灯 する と 、 ケ ア 送 信 延長 機能 
が ON (50 秒 送信 ) と な り ま す 。 
③PTT キ ー を 押し ます 。 
ー 通 常 の 状 態 に 戻り ます 。 


PTT オ フ 機 能 (PttoFF) 


本 機 を 受信 専用 で 使用 する 場合 な ど に 、 本 機 か ら は 送信 で き な い よう に する 機能 で す 。 PTT キ ー を 押し 
て も 送信 で きま せん 。 


/ 初期 状態 は UFF に 設定 誤 れ てい ます 。 


①F キ ー を 押し 、「F」 の 点灯 中 に ダイ ヤル を 10 
回 押し ます 。 
っ TP」 ーー トー 「odー「F」 一 
「F」 と 表示 され ます 。 
⑧ ダ イヤ ル を 回 し て 、 ON/DFF を 切り 替え ます 。 
ー ポ イン タダ が 点灯 する と 、PTT オ フ 幾 能 が 
CN と な り ま す 。 
PTT キ ー を 押し ます 。 
ー 通 常 の 状態 に 戻り ます 。 


64 


青 除 け 機能 (MoSqUito) 


本 機 の スピ ー カ か ら 投 の 嫌がる 超 音 波 を 発生 させ る 機能 で す 。 


まお 「F」 の 点灯 中 に ダイ ヤル を 1 1 
回 押し ま 
2 HE ー 「Fo」 ー「S」 一 「gd 一 FU」 一 
中 一 | 一 「o] と 表示 され ます 。 
⑲ ゆ ダイ ヤル を 回 し て 、 UN/OFF を 初 り 替え ます 。 
ー ポ イン タ が 点灯 する と 、 下 除け 機能 が ON 
と な り ま す 。 
PTT キ ー を 押し ます 。 
ご 通常 の 状態 に 戻り ます 。 


内 初期 状態 は DFF に 表 定 され て いま す 、 


も いま す 。 
に 友 除 け 能 を ON に 設定 する と 
. 理 波 を 発生 する た 和 め 


能 は 名 か な く な り 、 
な ます 。 0 


| 
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チャ ン ネ ル 


11 チ ャ ン ネ ル 


ビジ ネス タイ ブ 


| 
ま 
oouoah ト om 一 庄 


OO0O ヽ SO トト OO 一 


KOO JO の CO 一 


「42 ら 2000 


42 ら .2125 
422.2250 
422.8375 
422.2500 
422.26 ら 5 
425 25750 
42 ら .28875 
43422.3000 


ポイ ンタ + 1 
ポイ ンタ + ら 
ポイ ンタ ェ 9 
ポイ ンタ + オ 4 
ポイ ンタ +5 


ポイ ンタ +6 ポイ ンタ 点 % 


ポイ ンタ エフ 
ポイ ンタ +B 
ポイ ンタ +8 
ポイ ンタ +9 
ポイ ンタ +] 1 


422.0500 
4282.0625 
422.075 ロ 
422.087c 
422.1000 
422.1 185 
422.1250 
422.1375 
482.1500 
428.1B25 
42g.] Z50 


各 チ ャ ン ネ ル の 送 有 信 周波 数 
レジ ャ ー9CH キ ビジ ネス 18CH 


0 421.8125 440.2625 

1 421.8250 440.8750 

ら 4 ら 1.8375 440.2875 

レジ ャ ー タ イプ 13 に ) 481.850 ロ 0 44Q.3000 
チャ ン ネ ル 14 4 4421.8625 440.3185 
15 5 421.8750 440.3250 

16 g 481.8875 440.3375 

0 2 421.8000 440.350O 

18 8 42 1.8 ら 5 440.38685 

ポイ ンタ + ら 4 ら 21.5750 440.0850 

13 ポイ ンタ +3 481.5875 440.0375 

14 ポイ ンタ + キ 4 ポイ ンタ 421.6O00 440.05O00 

15 ポイ ンタ +5 点灯 421.6125 440.0625 

16 ポイ ンタ +6 421.6250 440.0750 

1Z ポイ ンタ キア 48 1.6375 440.087E 

18 ポイ ンタ + イ 8 431.6500 440.1000 

18 ポイ ンタ + ロ 4 どら 1.8625 440.1125 

ビジ ネス タイ プ ら り 3 421.8750 440.1850 
18 チ ャ ン ネ ル 8} 34281.6875 440.1375 
らら 421.7000 440.150Q0 

に で! 481.7155 440.1625 

どら 4 4 ら 1.7250 440.1750 

ら 5 4 どら ] .7375 440.1875 

26 42 1.7500 440.2B000 

7 421.7625 440.8185 

に に 1 421.7750 440.2850 

人 21.7B75 440.8S75 
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ar ディ ネス プレイ 表示.: 


g CHG J 

パッ テリ セー ブ プ 機 能 ー ダイ ヤル ら 回 押し 

: エンド ピ ー 機 能 ー ダイ ヤリ ルル 3 回 押し 

: ビー プ 歳 能 ーー ダイ セル 4 回 押し 

1 スケ ル チ レ ベル 病 定 ー ダイ ヤル 5 回 押し 
息 局 ID 次 号 表示 ーー ダイ ヤル 6 回 押し 
所 局 ID 普 号 消 去 ーー ダイ ヤル 7 回 押し 
バッ テリ 表示 DAt ー ダイ ヤル 8 回 押し 
ケア 送 香 征 長 機 角 CArE LonB ー ダイ ヤ JL8 回 押し 
PTT オ フ 撮 能 PttoFF ー ダイ ヤル ]0 回 提 し 
到 除け 比 能 MoSqaUito ーー ダイ ヤル 11 回 押し 


本 製品 の オ フシ ョ ン 一 覧 で す 。 

EDHHI8 シガーDCZ プ DC コン バー ター (DC12V 系 ) 

EMS-9 スピ ー カ マイ ク 

EME-6 プチ 型 イ ヤ ホ ン 

EME-12A VOX 付き ペッ ド セ ッ ト ( ペ ッ ド ホン タイ の ) 

EME-13A 、 VOX 付き ヘ ベッド セッ ト (イン ナー タイ プ ブ ) 

EME-15A VOX 付き タイ ピン マイ ク 

EME-13A へ リル メッ ト 用 ヘッ ド セ ッ ト 

EME-20 イ ゼ ホ ンマ イク 

EME21A タイ ビン マイ ク 開 
付 
録 
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本 製品 が 故障 か な? と 思っ た ら 、 ま ず こ ちら を お 読み くだ さい 。 


TE 写 
電池 の 入れ 方 が 間違っ て いる 。 功 池 を 正しく 入れ 直し て くだ さい 。 
電 湊 が 入ら な い 。 Se 新しい 電池 と 交 列 し て くだ さい 。 
電池 が 消 料 し て いる 。 充填 池 を 到 加 し て くだ さい 。 
| 音量 が 低 す ぎる 。 適切 な 音量 に 設定 し て くだ さい 。 
相手 と チャ ン ネ ル が 違う 、 同じ チャ ン ネ ル に 合わ せ て くだ さい 。 
言 が 出 な い 。 御手 と 下 回 が 如 れ すぎ て いる 。 「 交信 算 離 を 目安 に 交信 し て くだ さい 、 
受信 で き な い )。 2 5 コー ドス ケル チ を 解除 し て くだ さい 
コー トチ NICAOS | 同じ コー ド 番号 に 合わ せ て くだ さい 。 
、 |] キー が 折 さ れ そ 、 送付 朋 に な っ で いる 。 | PTT キ ー を 落し て くだ さい - 
ーー と いう 生 が | スケ テル テレ ベル が 低 す ぎる 。 詞 切 な スケ ル チ レ ベル に 役 定 し て くだ さい 


四 信 圭 が な く な っ て がら 送信 する か が 、 チ ャ ン ネ 
ia ル を 変更 し て くだ さい 。 


PF 電 参 を 入れ 直し て 、 通 告 モー ド を 確認 し て く | 
深 二 の が お 人 キ ー を し お あたっ て か ら 、 衣 大 人 し 
交信 抽 限 時 間 を 直通 し て いる 。 以 


セッ トモ ー ド で PTT オ フ 機 能 を OFF に 設定 し 
て くだ さい 。 


キー ロッ ク を 解除 し て くだ さい 。 


PTT オ フ 揚 能 が 働い て いる 。 


キー を 操作 で き な い :。 
チャ ン ネ ル が 変わ ら な し 
人 @ 負 置 を 施し て も 異常 が 続く と き は 、 リ セッ ト (初期 化 ) し て くだ さい (ey P53)。 症状 が 回 復 す る 場 
合 が あり ます 。 

@ 唱 池 が 消 友 し て いる と 、 ま れ に 許 動 作 す る こと が あり ます 。 新しい 士 池 に 和 交換 する と 正常 な 状態 に 戻る 
場合 が あり ます 。 


キー ロッ ク さ れ て いる 。 


引 レジャー チャンネル 


421.8185ー421.9125MHz ( 受 太 ) 
422.2000…42822.3000 ロ MHZ (送受信) 
440. 2825ー440.3625MHz (送信 ) 
(5.5KHz ス テッ プ ) 


| ビジ ネス チャ ン ネ ル 


| 421.5750 一 4g1.7875MHz (受信 ) 
! 42g.050 ロ …422.1750MHz (※ 受 信 ) 
| 440.D25Dー440.2375MHz (送信 ) 
| (12.5KHz ス テッ プ ) 


F3E (FM) 


HH 10mW 


| 送信 酸 約 SOmA 
| 受 舎 定格 出力 時 (50mW) 
| 受信 待ち 受け 時 約 40mA 
] バッ テリ セー ブ 動 作 時 (平均 
引 里 信 方 式 、 半 複 信 方 式 
DC2.4V 一 3.0V 
EIAJ 規格 区 分 B DC4.5Vー6.0V 
ー10Cー+50C 

| ]st IF ら 1.ZMHz 
と nd 450KHz 
l 58 (W) x100 (H) x19(D) mm (突起 物 除く ) 
半 15Og ( 乾 雪 池 含む ) 


ダブ ルス ズー バー へ ヘテロダイン 


ー14gBuM 以 下 (12dB SINAD) 


約 80mA 


